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利尻火山・種富溶岩流に記録された噴火の誘因

Trigger of volcanic eruption recorded in Tanetomi lava flow from Rishiri Volcano
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利尻火山・種富溶岩流（安山岩マグマ）は、マグマ溜まり内では基本的に結晶分化作用で組成バリエーション
を形成し、層状構造をなしていたと考えられるが、そこに高温の玄武岩質マグマが貫入し、一部が安山岩マグマ
と混合し、残りの大半は安山岩マグマにu n d e r p l a t eした。熱源となった玄武岩マグマは安山岩マグマの対流を効果
的には誘起せず、安山岩マグマは主に加熱のみの効果により揮発性成分を大量にe x s o l u t i o nし、マグマの体積膨張
を引き起こして噴火のトリガーとなったと考えられる。

マグマ溜まりからマグマが t a p p i n gする誘因として、新たなマグマの貫入とその混合が重要な役割を果たし
ていることは、様々な天然の観察事実や理論的考察から支持されている。しかし実際のt a p p i n gに至る要因と具体
的なプロセスについては様々なモデルが提唱されており、未だよく分かっていないのが現状である。そこで利尻
火山・種富溶岩流を対象とし、主に岩石学的アプローチに基づいて噴火の誘因を考える。

種富溶岩流は、利尻火山の西麓に分布するトラカイト質安山岩である。溶岩流は地形から大きくLower lava
(SiO2: 58.4-59.8 wt.%)とUpper lava (59.9-65.1 wt.%)に分けられ、Lower lavaが先に噴出したと考えれらる。斑晶組み
合わせはLower lavaではpl+ol+cpx+opx+hb+mt、Upper lavaではpl+hb+mtである。斑晶量は溶岩流全体にわたり０～
２v o l . %程度である。種富溶岩流の結晶はサイズ・形態・組織等に基づいて、斑晶 (> 0.5 mm)と微斑晶 (< 0.5 mm)
に分けられ、後者はマグマ上昇中の脱ガスにより形成されたと考えられる。Lower lavaのみに存在するカンラン
石・単斜輝石斑晶は、微斑晶に比べて高いM g #をもち、輪郭が丸くなっていることが多い。斜長石斑晶にはA n量
の高いコアが存在し、それらはカンラン石や単斜輝石斑晶と同時成長した証拠を示す。清澄な斜長石斑晶は溶岩
流全体に存在し、そのA n量は全岩組成と相関がある。Lower lava中の清澄な斜長石斑晶には、結晶のマントル部
にAn量の高いspike (>An10)が存在することが多い。

種富溶岩流の組成トレンドは、全体としては結晶分化作用(Boundary layer fractionation)で形成されたと考
えられるが（1 9 9 7・秋季大会）、Lower lavaには明らかに非平衡な組成を持つ結晶が存在し、玄武岩質マグマとの
混合がおこっていたことが示唆される。実際にLower lavaの全岩組成トレンドは玄武岩質マグマの方に引っ張られ
ているという特徴が見られる。玄武岩マグマの混合量はもとの安山岩マグマに対して高々2 %程度と見積もられ、
貫入した玄武岩マグマの大半は安山岩マグマの下に停留していた可能性が高い。カンラン石斑晶のM g #のz o n i n g
p r o f i l eから推定したマグマ混合～噴火までの時間は約１週間程度である。Lower lavaの清澄な斜長石斑晶にみられ
るA n - r i c hなs p i k eは、玄武岩マグマとの混合によるマグマ組成の変化や、混合境界層からの揮発性成分の混入など
といったメカニズムでは形成が難しく、玄武岩マグマの貫入によるLower lavaマグマの温度上昇で形成された可能
性が高い。斜長石―メルト系の相図から推定すると、Lower lavaマグマは10oC 以上の温度上昇を経験したと考え
られる。これらのことから貫入した玄武岩マグマは、安山岩マグマとは物質的にはほとんどi n t e r a c t i o nせず、主に
熱源となっていたことになる。

Lower lavaの全岩組成トレンドは玄武岩マグマの方に引っ張られながらも、玄武岩マグマ混合前の組成バリ
エーションをほぼ保持している。このことは、玄武岩マグマを熱源とした、Lower lavaマグマの組成を均一化させ
るような対流は活発には起きていなかったことを示唆する。従って、対流によって引き起こされる揮発性成分の
e x s o l u t i o nが噴火の誘因となる、というモデル(e.g., Sparks et. al., 1977)は種富溶岩流の噴火にはあてはまらない。
種富溶岩流は角閃石の晶出などから、玄武岩マグマを熱源とした含水量が高かったことが示唆されるが、L o w e r
l a v aが加熱された場合、水のマグマへの溶解度が負の温度依存性をもつため、かなりの揮発性成分が e x s o l u t i o nし、
安山岩マグマの体積膨張を引き起こすと推測される(e.g., 山下, 1998)。種富溶岩流において玄武岩マグマの貫入は、
マグマの対流を誘発するというよりはむしろ、マグマを加熱するという役割で噴火のトリガーになっていたと考
えられる。


